
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和７年夏渇水における
渇水対応タイムラインの活用事例集

・渇水対応タイムラインの「概要」

・渇水対応タイムライン活用の「メリット」

・渇水対応タイムラインの「活用事例」

・（参考）渇水を想定した訓練の事例



「渇水対応タイムライン」の概要
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○ 「渇水対応タイムライン」の作成支援のため、｢渇水対応タイムライン作成のためのガイドライン（H31.3）」を公表。

○ 渇水関係機関の連携のもと作成する、渇水の深刻度の進展と影響・被害を想定した「渇水シナリオ」と、渇水による
被害の軽減と最小化のための対策等を時系列で整理した「行動計画」で構成する「渇水対応タイムライン」の作成
を推進。
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渇水関係機関

渇水深刻度の進展に応じた渇水
関係機関それぞれが講ずる対応

吉野川水系渇水対応タイムライン
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○令和７年１０月１日現在、国が管理する３５水系３７河川で渇水対応タイムラインを作成・公表。
○令和７年夏渇水では、渇水体制がとられた１６水系で渇水対応タイムラインが作成されておりタイムライ
ンをもとに適時適切な対応を実施。

「渇水対応タイムライン」の概要

渇水対応タイムライン作成済箇所

※赤丸が令和７年夏渇水で渇水体制がとられた水系

地 方 水系名 名 称 公表日

石狩川(石狩川上流) 渇水対応タイムライン 令和4年3月24日

石狩川（漁川） 渇水対応タイムライン 令和3年3月22日

石狩川（空知川） 渇水対応タイムライン 令和4年3月24日

天塩川(天塩川上流) 渇水対応タイムライン 令和4年3月24日

雄物川 渇水対応タイムライン 令和3年6月11日

子吉川 渇水対応タイムライン 令和3年6月24日

岩木川 渇水対応タイムライン 令和4年6月22日

名取川 渇水対応タイムライン 令和7年4月23日

米代川 渇水対応タイムライン 令和7年7月1日

利根川 渇水対応タイムライン 令和3年12月17日

荒川 渇水対応タイムライン 令和3年12月17日

北陸 阿賀川 渇水対応タイムライン 令和3年3月3日

櫛田川 事前渇水行動計画(渇水対応タイムライン） 令和3年2月1日

雲出川 渇水対応タイムライン 令和5年10月19日

淀川 渇水対応タイムライン 令和3年4月9日

加古川 渇水対応タイムライン 令和4年3月24日

揖保川 渇水対応タイムライン 令和4年3月24日

紀の川 渇水対応タイムライン 令和4年9月12日

斐伊川 事前渇水行動計画(渇水対応タイムライン） 令和2年3月18日

芦田川 渇水タイムライン 令和2年8月21日

日野川 渇水対応タイムライン 令和3年3月29日

佐波川 渇水対応タイムライン 令和4年2月25日

小瀬川 渇水対応タイムライン 令和4年3月30日

高梁川 渇水対応タイムライン 令和5年2月21日

旭川 渇水対応タイムライン 令和5年2月21日

江の川 渇水対応タイムライン 令和5年3月24日

吉井川 渇水対応タイムライン 令和6年3月5日

千代川 渇水対応タイムライン 令和6年3月19日

太田川 渇水対応タイムライン 令和6年6月24日

吉野川 渇水対応タイムライン 令和3年1月28日

重信川 渇水タイムライン 令和5年9月27日

物部川 渇水対応タイムライン 令和5年10月27日

仁淀川 渇水対応タイムライン 令和5年10月27日

肱川 渇水対応タイムライン 令和6年3月27日

渡川 渇水対応タイムライン 令和6年8月27日

那賀川 渇水対応タイムライン 令和7年4月11日

九州 山国川 渇水タイムライン 令和3年5月24日

中国

四国

北海道

関東

近畿

中部

東北



渇水対応タイムライン活用の「メリット」
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連携強化

渇水関係機関と渇水調整を行う際に、渇水タイムラインという共通認識を持ってい
ることで、渇水タイムラインに基づいて円滑な協議を行うことができた。

タイムラインにおける想定を実行に移す際、対策の漏れやタイムラインに沿った内
容・対策・タイミング等のチェックを双方向で行うことができた。

梅雨明けが６月下旬と例年に比べて早く、梅雨明け以降少雨傾向が１ヶ月以上も続
いたことから、７月上旬に９０％以上あった貯水率が、８月上旬には４０％まで低
下するなど、急激に渇水が進展した。
ただ、渇水対応タイムラインが作成されており、対応時期や対応内容が明確であっ
たため、各利水者と自主節水や取水制限等の調整を円滑に進めることができた。

タイムラインがあることで、渇水対応方針の目安ができ、タイムラインと実際の渇
水対応を比較し課題が可視化できることで、改善の協議もし易くなった。

約30年ぶりの渇水対応であったため河川管理者含めた関係者内に未経験者が多数い
たが、タイムラインに沿った運用を行った結果、各関係者が各段階ですべきことが
明確となっていることにより渇水調整もスムーズに進めることができ、渇水による
大きな被害は生じなかった。

○令和７年度夏渇水で渇水対応タイムラインを活用して渇水対応を行った担当者に聞いた渇水対応タイムライ
ン活用の「メリット」

確実な対応の実施

落ち着いた対応

ふりかえり・改善

対応力の継承
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制限水位 最低水位 確保水位 貯水位(１０ヶ年平均)

R7貯水位（実績） 予測水位 利水放流量(約14m3/s) 予測水位 利水放流量(約20m3/s)

貯
水
位

(m)

貯水位予測図（R7.7.18）

第１期制限水位 EL309.25

最低水位
EL289.45

段階的な利水放流量減量及び自主節水 ～7/18 利水放流量減量及び

自主節水 7/18～7/29

降雨によるダム貯水量の一定程度の回復 → 8/29までの水使用の見通し

タイムライン運用により確保したダム貯水量

岩尾内ダム

発生事象

◆水資源や節水に関する広報 ◆水資源や節水に関する広報

　・イベント等での節水の呼びかけ

　（パンフレット配布，パネル展示等）

◆庁舎等の水回りの整備・点検 ◆取水・送配水施設の整備・点検 ◆庁舎等の水回りの整備・点検 ◆一般家庭・事業所での節水

　・風呂（残り湯を洗濯などに利用）

◆気象情報、積雪量、ダム貯水位等を収集 ◆気象情報、積雪量、ダム貯水位等を収集 　・洗濯（ためすすぎ）

　・歯みがき（こまめに蛇口を閉める）

◆適正な利水補給，河川環境の確認 　・洗車（雨水の利用など）

　・トイレ(節水型トイレの導入)

◆水使用会議の開催 ◆水使用会議の開催 　　　　　 (大・小レバーの使い分け)

　・節水コマの活用　など

◆気象情報、積雪量、ダム貯水位など ◆気象情報、積雪量、ダム貯水位等を収集 ◆住民への節水呼びかけの検討

◆貯水位予測の実施 ◆ユーザーに対する節水要請の準備 　・ホームページ、広報誌、SNS　など

◆自主節水の検討・準備 ※必要に応じて実施

◆収集した情報、貯水位予測の提供

◆包蔵水量と融雪水量を考慮した運用の協議 ◆発電用水

◆適正な利水補給，河川環境の確認 ・包蔵水量と融雪水量を考慮した運用

◆広報資料作成、事前準備

◆気象情報、ダム貯水位など ◆気象情報、ダム貯水位等を収集 ◆住民への節水呼びかけ ◆節水に関する広報等を確認

◆貯水位予測の実施 ◆自主節水の実施 　・ホームページ、広報誌、SNS　など

※必要に応じて実施

◆収集した情報、貯水位予測の提供 ◆水道用水＜連絡調整＞ ◆気象情報、ダム貯水位等を収集 　・風呂（残り湯を洗濯などに利用）

　・ユーザー（自治体）への状況報告 　・洗濯（ためすすぎ）

◆適正な利水補給，河川環境の確認 ◆農業用水 ◆庁舎等における節水 　・歯みがき（こまめに蛇口を閉める）

　・ユーザーへの節水要請 　・洗車（雨水の利用など）

◆各種広報による渇水情報提供 　・バルブ調節、ゲート調整 ◆被害情報の収集 　・トイレ (大・小レバーの使い分け)

　・ポンプ運転の制限 　・節水コマの活用　など　

※必要に応じて実施

◆発電用水＜水量低下時の対応＞

　・発電使用水量の調整

◆気象情報、ダム貯水位など ◆気象情報、ダム貯水位等を収集 ◆住民への節水呼びかけ ◆節水に関する広報等を確認

◆貯水位予測の実施 ◆自主節水の強化 　・ホームページ、広報誌、SNS　など

◆取水制限の準備 ※必要に応じて実施

◆収集した情報、貯水位予測の提供 ◆気象情報、ダム貯水位等を収集 　・風呂（残り湯を洗濯などに利用）

◆渇水調整協議会・幹事会の開催 　・洗濯（ためすすぎ）

◆適正な利水補給，河川環境の確認 ※取水制限の実施有無を協議 ◆庁舎等における節水の徹底 　・歯みがき（こまめに蛇口を閉める）

◆水道用水＜連絡調整＞ 　・洗車（雨水の利用など）

◆渇水調整協議会・幹事会の開催 　・ユーザー（自治体）への状況報告 ◆被害情報の収集 　・トイレ (大・小レバーの使い分け)

◆旭川開発建設部渇水対策本部の設置 ◆農業用水 　・節水コマの活用　など　

　・ユーザーへの節水要請の強化 ※必要に応じて実施

◆各種メディアへの渇水情報提供の強化 　・バルブ調節、ゲート調整

◆水融通の調整など 　・ポンプ運転の制限

◆発電用水＜水量低下時の対応＞

　・発電使用水量の調整

◆気象情報、ダム貯水位など ◆気象情報、ダム貯水位等を収集 ◆住民への節水呼びかけの強化 ◆節水に関する広報等を確認

◆貯水位予測の実施 ◆取水制限の実施 　・ホームページ、広報誌、SNS　など

※必要に応じて実施 ◆最低限の水利用

◆収集した情報、貯水位予測の提供 ◆渇水調整協議会・幹事会の開催 ◆気象情報、ダム貯水位等を収集

◆適正な利水補給，河川環境の確認 ◆情報収集・確認頻度の強化 ◆庁舎等における節水の徹底

◆水道用水＜連絡調整＞

◆渇水調整協議会・幹事会の開催 　・ユーザー（自治体）への状況報告 ◆被害情報の収集

◆農業用水

◆各種メディアへの渇水情報提供の強化 　・ユーザーへの取水制限の要請

◆水融通の調整など 　・バルブ調節、ゲート調整の強化

　・ポンプ運転の制限の強化

◆発電用水＜水量低下時の対応＞

　・発電使用水量の調整継続

◆節水解除情報等の提供 ◆水資源や節水に関する広報 ◆一般家庭・事業所での節水

　・風呂（残り湯を洗濯などに利用）

◆旭川開発建設部渇水対策本部の解散 ◆庁舎等の水回りの整備・点検 　・洗濯（ためすすぎ）

　・歯みがき（こまめに蛇口を閉める）

　・洗車（雨水の利用など）

　・トイレ(節水型トイレの導入)

　　　　　 (大・小レバーの使い分け)

　・節水コマの活用　など

◆ユーザーに対する節水または取水制限解
除の報告

◆渇水調整協議会・幹事会による渇水調整
　 終了の決定

◆渇水調整協議会・幹事会による渇水調整
　 終了の決定

・ステージ４の状況が
継続
かつ
・ステージ４において渇
水協議会を開催し、取
水制限の実施が決定し
た場合

取水制限の実施
により、渇水被害

を防止・低減

※取水制限 ： 最低の必
要量も取水できない状況
であり、場合によっては
給水制限などの市民生
活に大きな影響を及ぼす
もの

◆必要に応じてバルブによる少量（発電不可
流量）放流

・降雨による貯水位の
回復
・かんがい期間の終了
（利水必要量が減少）

平常時
（節水解除）

◆一般家庭・事業所での節水を 強化

※自主節水 ： 利水者が
自主的に取水量を調整し
て節水するもの

（現状）
・貯水位が確保水位を
下回っている、または
下回ることが確実な状
況
・ダム流入量が近10カ
年の最小流量と同程
度、または下回ってい
る
・近10か年の最小降水
量と同程度、またはそ
れよりも少ない
（今後の見通し）
・気象庁1か月予報より
降水量が少ない確率
が高い
・ダム流入量は減少か
横ばい
・貯水位予測では、自
主節水のみではさらに
水位が低下する見込み

確保水位を下
回っている、また
は下回ることが
確実。自主節水
のみでは水位の
回復が見込めな
い

◆一般家庭・事業所での節水を 強化

◆必要に応じてバルブによる少量（発電不可
流量）放流

平常時

（現状）
・包蔵水量（積雪深）が
例年より少ない
・融雪出水後の降水量
が近10か年の平均降
水量よりも少ない
・気象庁より高温に関
する早期天候情報が発
表
（今後の見通し）
・日流入量予測テーブ
ルにおいて、融雪出水
時期が早まる見通し

融雪出水時期の
早期化

（現状）
・貯水位が確保水位に
近づいている
・ダム流入量が近10カ
年の平均値を下回って
いる
・近10か年の平均降水
量よりも少ない
（今後の見通し）
・気象庁1か月予報より
降水量が少ない確率
が高い
・ダム流入量は減少傾
向
・貯水位予測では、確
保水位を下回る見込み

確保水位を下回
る見込み

天塩川上流渇水対応タイムライン 　2022年3月24日策定

●このタイムライン案は、渇水被害を最小限にとどめるため、岩尾内ダムの貯水位・流入量等に応じて想定される北海道開発局などが講じる対策、利水者や自治体、住民・事業
者が取るべき行動を示したものです。

ステージ移行の考え方
・現状が発生事象のいずれかに該当する場合にステージ移行の検討を開始。
・現状が発生事象の複数に該当し、今後の見通しにおいても渇水が継続すると想定される場合に、ステージ移行。

渇水の状況・期間（目安）

河川管理者

利水者
（士別市、北海道企業局、
てしおがわ土地改良区）

自治体
（士別市）

住民 ・ 事 業 者北海道開発局 旭川開発建設部
（本部、名寄川河川事務所、岩尾内ダム管

理支所）

ス
テ
ー
ジ
１

ス
テ
ー
ジ
３

ス
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30日

程度

【平時からの適正な施設管理】

15日

程度

【平時からの節水】

【住民へ水資源の啓発】

【情報収集】

ス
テ
ー
ジ
２

60日

程度

【自治体、利水者への情報提供】

【情報収集、貯水位予測】

【適正な河川管理】【適正な河川管理】

【自治体、利水者への情報提供】

【情報収集、貯水位予測】

【適正な河川管理】【適正な河川管理】

【自治体等からの情報確認】

【節水の取り組みを強化】

【情報収集、貯水位予測】

【自治体、利水者への情報提供】

【適正な河川管理】【適正な河川管理】

【渇水調整】

【渇水対策の強化】【渇水対策の強化】

【渇水対策の強化】

【自治体等からの情報確認】

【平時からの適正な施設管理】

【情報収集、対策検討】

【情報収集、対策準備】

【情報収集、対策の実施】

【渇水調整】

【適切な水利用】

【情報収集、対策の実施】

【渇水調整】

【渇水対策の強化】

【平時からの適正な施設管理】

【住民への水資源の啓発】

【情報確認・住民への発信】

【情報確認・住民への発信】

【渇水対策の推進】

【情報収集】

【情報確認・住民への発信】

【渇水対策の強化】

【自治体、利水者への情報提供】

【渇水調整】

【情報収集、対策の実施】

【渇水調整】

【平時からの適正な施設管理】

【住民への水資源の啓発】 【平時からの節水】
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【情報収集】

【適正な河川管理】

【適正な河川管理】 【適正な河川管理】【水利用に関する連携】 【水利用に関する連携】

ス
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ジ
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40日

程度

【情報収集、貯水位予測】

【自治体、利水者への情報提供】

【適正な河川管理】【適正な河川管理】

【渇水調整】

【自治体等からの情報確認】【情報収集、対策の実施】 【情報確認・住民への発信】

【渇水対策の強化】

【情報収集】【渇水調整】

【渇水対策の強化】

【渇水対策の推進】

【節水の取り組みの継続】

【渇水調整】

【報道対応】

〇天塩川上流では、７月18日時点の流況と降雨予測等を踏まえ、今後無降雨が続いた場合に確保水位を下回る恐れがあった。
〇渇水対応タイムラインの活用により、早期に渇水調整協議会幹事会を開催し、岩尾内ダムからの利水放流量減量及び自主節水

 することについて円滑に調整・合意が図られ、速やかに調整事項を実施した結果、利水への影響を回避。

●渇水調整協議会幹事会の開催

●渇水調整によるダム貯水量の確保

天塩川上流渇水対応タイムライン（令和4年3月24日策定）
以下の場合などに渇水調整協議会を開催し渇水調整を行う
〇貯水位が確保水位を下回っている又は下回ることが確実
〇ダム流入量が近10か年の最小降水量と同程度
〇気象庁１か月予報で降水量が少ない確率が高い

令和７年夏渇水時の対応
〇小雨傾向よる流入量の減少が続き、この状況が継続した場合に利水に影響が生じる可能

 性あったため、確保水位を下回る見込みとなった段階で早期に令和7年7月18日に「天塩川
 水系天塩川上流士別地区渇水調整協議会」幹事会を開催。

〇渇水調整協議会において円滑に調整がなされ、令和7年7月18日より利水放流量減量及び
 自主節水を速やかに実施（7月29日終了）。

7/18時点予測では8月6日頃に通常の利水放流量による
貯水位予測では確保水位を下回る見込みであった
⇒早期に協議会開催し自主節水及び利水放流量減量を実施

渇水調整協議会
幹事会

予測水位（自主節水なし）

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（天塩川水系）
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渇水調整協議会の開催
確保水位を
下回っているとき

確保水位に
近づいているとき

予測水位（自主節水あり）確保水位



月

5月

6月

7月

154

156

158

160

162

164

166

168

6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日 8月5日 8月10日 8月15日 8月20日 8月25日 8月30日

貯
水
位

貯水位予測グラフ:（R7.7.9予測） 10ヶ年平均（H27～R6） 常時満水位・制限水位 令和7年貯水位 令和7年貯水位節水無（予測） 34％節水_1.00㎥/s

（ｍ）

水質考慮水位EL=157.00m

最低水位EL=154.60m

春季弾力的管理運用水位

EL=165.70m

夏季弾力的管理運用水位 EL=163.00m

常時満水位

EL=164.30m

制限水位 EL=161.00m

自主節水 7/11～8/25
降雨によるダム貯水量の

一定程度の回復→

8/31までの水使用の見通し

○漁川ダムでは「漁川渇水対応タイムライン」を活用し利水者と円滑な調整がなされ、速やかに自主節水を実施。
○計画的な渇水調整の結果、恵庭土地改良区による自主的な節水を７月１１日から８月２５日まで実施し、取水制限

 を回避し市民生活や企業活動への影響を回避。

漁川渇水対応タイムライン（令和3年3月22日運用開始）
○流入量が10か年平均または必要量を下回り、水質考慮水位を下回る見込み（節水なしの場合）の場合、

 石狩川水系漁川ダム利水地区渇水調整協議会幹事会を開催し、自主節水実施の協議を実施。

■ 渇水調整協議会幹事会の開催

令和７年夏渇水時の対応
○必要量を下回り、流入量予測においても水質考慮水位を下回る（節水なしの場合）見込みとなったため

 令和7年7月10日に渇水調整協議会幹事会を開催し、翌日より、恵庭土地改良区による自主節水
（農水・約34%・約1.0m3/s）及び、漁川ダムからの放流量の調整を速やかに実施。

■漁川渇水対応タイムライン ■渇水調整によるダム貯水量の確保

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（漁川水系）

渇水調整協議会の開催

流入量が
10か年平

均または
必要量を
下回り、水
質考慮水
位を下回
る見込み

水質考慮
水位に到達

取水制限の実施

自主節水の実施

7/9時点予測では7月16日頃に通常
の利水放流量による貯水位予測で
は水質考慮水位を下回る見込みで
あった
⇒協議会を開催し自主節水を実施

渇水調整協議会
幹事会

予測水位（自主節水なし）

予測水位（自主節水あり）
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○岩木川水系では「渇水対応タイムライン」を活用し、渇水情報連絡会臨時会を開催し河川管理者、青森県、水利用者
 などから現況の報告、利水者との調整や渇水対応について円滑な合意が図られた。

○特に９月上旬までのかんがい期間中に取水が行えるよう、渇水情報連絡会を通じ利水者間で調整を進め、かんがい
 用水の自主節水や流域内ダムの連携を図るなどの渇水対応を実施した結果、かんがい期間中の継続的な取水が実
 施でき渇水被害を回避した。

○岩木川水系では、津軽ダム流域の少雨をカバーす
べく、渇水情報連絡会を通じて多様な関係者が連携
を図り、かんがい用水を継続補給

１．国土交通省管理ダム（津軽ダム・浅瀬石川ダム）及び利水ダ
ム（県：相馬ダム・浪岡ダム）からの追加放流

２．利水ダム（農林水産省：小田川ダム・二庄内ダム）からの
水利使用規則変更協議に対する柔軟な対応

３．かんがい用水の自主節水（岩木川統合頭首工・
浅瀬石川第一頭首工等）

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（岩木川水系）

▶定例会の開催 ▶水資源（河川管理）の啓発 ▶水資源（河川管理）の啓発 ▶適正な取水量の管理 ▶適正な取水量の管理 ▶適正な取水量の管理 ▶適正な取水量の管理 ▶節水への意識向上

100% ・講演、講習会、出前講座等の ・講演、講習会等の実施 ▶適正な利水施設の管理 ▶適正な利水施設の管理 ▶適正な利水施設の管理 ▶適正な利水施設の管理 ▶事業所や一般家庭における節水

～ 　実施 ▶適正な河川管理施設の管理 ▶ダム管理者の指示に基づく調整

60％程度 ・岩木川水系流況や積雪状況等 ▶適正な河川管理施設の管理 　運転・発電停止

・今年度の気象情報、予報等

▶庁舎等の日頃からの節水

▶庁舎等の日頃からの節水

▶臨時会の開催 ▶津軽ダムからの補給 ▶雨量、河川流況、環境の確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶節水への意識向上

・各機関の対応状況、今後の見 ▶利水ダムの貯水率確認 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶事業所や一般家庭における節水

　込み ▶河川巡視の強化 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席 ▶ダム管理者の指示に基づく調整

60％程度 ・今後の気象情報、予測等 ▶渇水対策支部の注意体制設置 ▶臨時会への出席 ▶自主節水の検討 ▶自主節水の検討 ▶自主節水の検討 　運転・発電停止

～ ・岩木川の流況 ・雨量、河川流況、環境の確認 ▶自主節水の呼びかけ ▶臨時会への出席

30％程度

・利水ダムの貯水状況 ・河川巡視の強化

▶自主節水の呼びかけ ▶臨時会への出席

▶自主節水の呼びかけ

▶臨時会の開催 ▶津軽ダムからの補給 ▶雨量、河川流況、環境の確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶節水への意識向上

・各機関の対応状況、今後の見 ▶利水ダムの貯水率確認 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶事業所や一般家庭における節水

30％程度 　込み ▶河川巡視の強化 ▶自主節水の検討 ▶自主節水の検討 ▶自主節水の検討 ▶ダム管理者の指示に基づく調整 ▶自治体等から発信された広報の

～ ・今後の気象情報、予測等 ▶渇水対策支部の注意体制継続 ▶自主節水の呼びかけ ▶組合員等への節水の呼びかけ ▶HP等による節水に関する広報 ▶HP等による節水に関する広報 　運転・発電停止 　確認

20%程度 ・岩木川の流況 ・雨量、河川流況、環境の確認 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席

▶臨時会への出席

・利水ダムの貯水状況 ・河川巡視の強化

▶自主節水の呼びかけ ▶臨時会への出席

▶臨時会の開催 ▶津軽ダムからの補給 ▶雨量、河川流況、環境の確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶自治体等から発信された広報の

・各機関の対応状況、今後の見 ▶利水ダムの貯水率確認、補給検討 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 　確認

20%程度 　込み ▶河川巡視の強化 ▶取水制限の実施 ▶自主節水の実施 ▶自主節水の実施 ▶ダム管理者の指示に基づく調整 ▶事業所や一般家庭における節水

～ ・今後の気象情報、予測等 ▶渇水対策支部の警戒体制設置 ▶自主節水の呼びかけ ▶組合員等への節水の呼びかけ ▶HP等による節水に関する広報 ▶HP等による節水に関する広報 　運転・発電停止 　の強化

10%程度 ・岩木川の流況 ・雨量、河川流況、環境の確認 ▶臨時会への出席 ▶反復利用、番水制の実施 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席 ▶断水に向けた準備

▶臨時会への出席 【水道用水供給事業者】

▶送水量の調整を検討

・利水ダムの貯水状況 ・河川巡視の強化 ▶受水者へ情報伝達

▶自主節水の呼びかけ ▶低水流量観測の実施

▶臨時会への出席

▶臨時会の開催 ▶渇水対策支部の非常体制設置 ▶雨量、河川流況、環境の確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶取水量の再確認 ▶自治体等から発信された広報の

・各機関の対応状況、今後の見 ・雨量、河川流況、環境の確認 ▶利水ダムからの補給調整 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 ▶利水施設の点検、整備等 　確認

10%程度 　込み ▶河川巡視の強化 ▶取水制限の実施 ▶取水制限の実施 ▶取水制限の実施 ▶ダム管理者の指示に基づく調整 ▶最低限の水利用

～ ・今後の気象情報、予測等 ▶取水制限の実施 ▶組合員等への節水の呼びかけ ▶広報車等による節水の呼びかけ ▶節水に関する広報 　運転・発電停止 ▶広域的な断水時の対応

0%程度 ・岩木川の流況 ・河川巡視の強化 ▶臨時会への出席 ▶反復利用、番水制の実施 ▶被害発生への対応 ▶被害発生への対応 ▶臨時会への出席 ▶渇水弱者の自主避難

・利水ダムの貯水状況 ▶浅瀬石川ダムからの補給調整 ▶被害発生への対応 ・給水車の手配等 ▶臨時会への出席

▶他ダム等からの水融通の調整 ▶低水流量観測の実施 ▶臨時会への出席 ▶臨時会への出席

▶取水制限の実施 ▶臨時会への出席 【水道用水供給事業者】

▶ 「関係市町村担当者会議」を開催

▶ 受水者と送水制限について協議

▶ 水道利用者への情報提供

【渇水情報の確認、節水の推進】

　共有、取水量の把握

【適正な河川管理】 【適正な河川管理】 【適正な取水管理】 【適正な取水管理】 【適正な取水管理】 【適正な取水管理】【情報収集・情報共有】

▶今後の津軽ダム及び浅瀬石川

正常流量
未満

正常流量
未満

【情報収集・情報共有】 【適正な河川管理】

・取水に関する利水者との情報

【適正な取水管理】 【適正な取水管理】 【渇水情報の確認、節水の推進】

【適正な河川管理】

・今後の津軽ダム及び浅瀬石川

【適正な取水管理】 【適正な取水管理】 【適正な取水管理】 【適正な取水管理】 【渇水情報の確認、節水の推進】

【適正な河川管理】

▶今後の津軽ダム及び浅瀬石川

【適正な取水管理】 【適正な取水管理】

▶反復用ポンプ等の貸し出し・番水

【適正な取水管理】 【適正な取水管理】 【渇水情報の確認、節水の推進】

▶今後の津軽ダム及び浅瀬石川

【情報収集・情報共有】 【適正な河川管理】 【適正な河川管理】

・今後の津軽ダム及び浅瀬石川 ・取水に関する利水者との情報

【適正な取水管理】 【適正な取水管理】

　ダムからの補給予測 　共有、取水量の把握

・河川管理者、利水者、関係機関

【平時の対応】

正常流量
以上

（5㎥/s）

正常流量
以上

（19㎥/s）

【平時の適正な河川管理】 【平時の対応】

水利使用者
住民・事業者

国土交通省 青森県・各自治体 かんがい用水 水道用水 工業用水 発電用水

河川管理者等

【平時から適正な取水管理】 【平時から適正な取水管理】 【平時から適正な取水管理】 【平時から適正な取水管理】 【平時からの節水】

上岩木橋
地点流量

五所川原
地点流量

津軽ダム貯
水率

渇水の状況　(河川正常流量、
又はダム貯水率で判断)

渇水情報連絡会

▶河川流況、ダム水位、積雪深等

▶河川流況、ダム水位、積雪深等

　の情報共有

　の把握

　の把握

ダムからの補給予測

正常流量
以上

（5㎥/s）

正常流量
以上

（19㎥/s）

正常流量
以上

（5㎥/s）

正常流量
以上

（19㎥/s）

　ダムからの補給予測

・取水に関する利水者との情報

　共有、取水量の把握

　ダムからの補給予測

【情報収集・情報共有】 【適正な河川管理】

・今後の津軽ダム及び浅瀬石川 　制の準備

　ダムからの補給予測

・取水に関する利水者との情報

共有、取水量の把握

　ダムからの補給予測

平
常
時

（
渇
水
注
意
）
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渇水情報連絡会
臨時会の開催 津軽ダムの

補給予測

利水ダムの
補給検討

かんがい用水青森県
自治体

国土交通省渇水情報連絡会

津軽ダム
貯水率

30%~20%

節水呼びかけ
反復利用、番水の実施

○渇水対応タイムラインに基づき、津軽ダムの貯水率が６０％以下となった段階から、日々貯水池予測を
実施し関係者と共有。かんがい期間満了まで補給が出来ない予測となった時点で、８月4日渇水情報連
絡会臨時会を開催し、流域内の連携を図るなどの渇水対策について協議を実施。

×

津軽ダム
貯水率

60%~30%
節水の検討

利水ダムの
補給の実施
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令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（雄物川水系）

〇雄物川では、「雄物川水系渇水対応タイムライン」を活用し、渇水情報連絡会（臨時会）にて渇水レベルに応じた今後の
対応を示すことにより関係者の渇水対応が円滑になされ、住民への節水の呼びかけや、農業用水の自主的な番水や
水利用の工夫、関係機関による施設の点検等が行われた。

〇また、タイムラインに沿って適時に田沢湖運用会議を開催し、田沢湖の最低水位以下の水利用について調整を図り、
玉川水系ダム群からの利水補給により農業用水や工業用水等の継続的な取水確保に繋がった。

節水ポスターの作成･配布
渇水情報関係資料を事務所ホームページでのトップ掲載

渇水体制と渇水情報連絡会

渇水情報連絡会（臨時会･Web）

 7月18日 渇水情報連絡会（臨時会）
注意体制（秋田･湯沢）

 7月25日 渇水情報連絡会（臨時会）

 7月29日 田沢湖運用会議（第１回）

 7月30日 注意体制（玉川ダム）

 7月31日 渇水情報連絡会（臨時会）
警戒体制へ移行（秋田･湯沢）

 8月 1日 田沢湖運用会議（第２回）

 8月 8日 渇水情報連絡会（臨時会）

 9月 1日 体制解除（秋田・玉川ダム）
注意体制へ移行（湯沢）

 9月10日 体制解除（湯沢）

玉川ダム及び田沢湖の
運用管理に関する調整会議等

の協議内容の確認
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仮設ポンプ設置状況番水状況

節水呼びかけﾁﾗｼ制作

節水啓発へ道路情報板を活用 イベント来場者へ節水を呼びかけ

臨時会開催状況

➢黒森川水源系貯水率は65％確保されて
いたが、子吉川から直接取水している
施設のうち、下流のかんがい用水と雑
用水（処理用水）は、子吉川の流況が
悪化し、塩分濃度が高くなったため取
水停止しており、影響が多岐に渡ると
想定されたことから、臨時の渇水情報
連絡会を２回開催し、子吉川流況、黒
森川水源系貯水率、取水状況、節水の
呼びかけ及びタイムラインに沿った関
係機関の対応について確認、情報共有
を図った。

➢渇水対策として、水田毎に順番を決めて水田に水を入れる番水を実施。また、仮設ポンプを
設置し、一度使った水を繰り返して使う反復利用を実施。

➢情報連絡会として節水チラシを作成し、地域住民に向け水資源の大切や節水の啓発を実施。
また、道路情報板を使用し、広く節水の呼びかけを実施。

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（子吉川水系）

○子吉川が正常流量を下回り流況悪化による塩水遡上が生じ、下流のかんがい用水等が取水停止の恐れがあったた
め、 「渇水対応タイムライン」により、子吉川水系渇水情報連絡会臨時会を開催し、関係者で子吉川流況、黒森川水系
貯水池状況及び取水状況の報共有や今後の対応を協議。

○協議の結果、渇水影響を最小限とする取組（市民への節水の呼びかけ、自主節水、農業用水の番水・反復利用を実
施）について円滑に合意が図られた。

渇水情報連絡会
臨時会の開催

正常
流量
未満
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○米代川水系では、「渇水対応タイムライン」を活用し、以下の取組を速やかに実施した結果、下流域のかんがい用水・水道用水の必要量を
 確保できた。

・ ５ヶ年平均渇水流量を下回った段階で ①各機関あて渇水情報（週２回）の発出。 ②臨時会開催の検討・準備。 ③森吉山ダムからの
増量補給の検討を開始。

・ 二ツ井地点で正常流量を下回ることが見込まれ、降雨の予報もなかったことから、前倒しで渇水情報連絡会 臨時会（第１回）を開催。
・ 二ツ井地点で正常流量を下回ったことから、森吉山ダムからの増量補給を開始。
・ 二ツ井地点で正常流量を下回り早期の流量回復が見込めない状況となったことから、米代川水系渇水対策支部（注意体制）を設置。
・ かんがい利水者においては、組合員等への節水の呼び掛け及び番水制を検討・調整のうえ実施。
・ 関係機関においては、ＨＰ、ＳＮＳ等により市民等への節水の呼びかけを実施。

◆ 渇水情報連絡会 臨時会（第１回） ◆ 秋田県HPによる広報事例 ◆ ＳＮＳへの投稿事例

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（米代川水系）

正常流量を下
回り早期の回
復が見込まれ

ない

渇水情報連絡会
臨時会の開催

渇水情報の発出

森吉山ダムからの補給 かんがい用水
節水呼びかけ
番水等の調整実施

ＨＰ等による節水広報

ＨＰ等による節水広報

7/18 臨時会（第１回）

8/1 臨時会（第２回）
正常流量（45m3/s）

8/8 臨時会（第３回）

森吉山ダムからの増量補給
米代川二ツ井地点

流量グラフ
8/5のまとまった降雨で

流況回復
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○広瀬川では「名取川水系渇水情報連絡会（広瀬川）渇水対応タイムライン」を活用し、渇水情報連絡会（臨時会）を適
 時開催し、自主節水等の呼びかけを適時実施。

○タイムラインに沿って、広瀬川の流況等、大倉ダムの貯水状況等、気象状況、利水者における取水状況と見通しを情
 報共有することにより、節水等の取り組みにつながった。

■渇水情報連絡会（臨時会）の開催

■道路情報板で節水呼びかけ
（道路管理者の協力を得て、仙台河川国道事務
所管内で広報を実施）

広瀬川（広瀬橋地点）の渇水状況（写真共有）

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（名取川水系）
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令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（淀川水系）

○記録的な少雨により淀川水系木津川支川の名張川・青蓮寺川に位置する高山ダム及び青蓮寺ダムの合計貯水率が低下

○河川管理者は渇水対応タイムラインを渇水関係機関へ改めて周知して各種対応を促すとともに、意見交換や今後の対応を

 検討するため「木津川渇水対策幹事会」「木津川利水者連絡会議」を開催してさらなる貯水率の低下に備える

○その後、渇水調整の目安である５０％を下回ることが確実となったことから「木津川渇水対策会議」を開催し、一律１０％の取

水制限措置を決定

○なお、高山ダム及び青蓮寺ダムの渇水は平成６年以来３１年ぶりということもあり、河川管理者含めた渇水関係機関には渇水

対応未経験者が多い状況であったが、タイムラインでは各関係者が各段階ですべきことが明確となっていることにより渇水調整

をスムーズに進めることができ、渇水による大きな被害は生じなかった。

このまま雨が降らなければ、○日後には貯水率
５０％を下回るから、会議の準備を進めておこう

○会議室の確保 ○会議メンバーへの事前案内
○会議資料の作成 ○記者発表の準備 etc･･･

【効果①】渇水調整への事前の備え（会議準備など）が可能！ 【効果②】渇水対応未経験者でも今何をすべきか一目でわかる！

貯水率が下がってきたから、
そろそろ注視して関係者にも共有しておこう

この貯水率あたりで一度会議を開催しよう

ここまで貯水率が低下すると取水制限の強
化を視野に入れておかないと･･･

○未経験者でもいつ何をすべきか一目でわかるので、
焦ることなく余裕を持って落ち着いて取り組める

12



令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（加古川水系）

■加古川大堰渇水調整状況

加古川水系渇水対応タイムライン   （令和４年３月試行運用開始）
○加古川大堰の貯水率が１００％を下回り減少傾向にある場合、

渇水調整会議を開催し、自主節水を実施、加古川大堰の水源情報を発信。
○加古川大堰が貯水率が７０％下回る場合、取水制限の実施を協議。

対応内容
○自主的な節水及び、加古川大堰からの放流量の調整を実施。
○加古川大堰の貯水率が７０％を下回る見込みとなったため、

渇水調整会議を開催し、取水制限を決定。
（工水は令和７年８月４日から１５％、農水は同７日から２５％）

■HPで貯水率の情報発信 ■加古川下流部渇水調整会議

○加古川では「加古川水系渇水対応タイムライン」を活用し、市民への節水の呼びかけや自主節水、一時取水制限を適時実施。
○加古川大堰では、計画的な渇水調整の結果、約15.3万㎥の貯水量を確保し、市民生活や企業活動への影響が発生する取水制限の

強化を回避。

■WEBでの節水呼びかけ
加古川市HP

取水制限

加古川大堰
貯水率

50%程度

加古川大堰
貯水率

70%程度
自主節水

節水呼びかけ、水源情報の発信など

予測水位
（自主節水・取水制限なし）

予測水位
（自主節水・取水制限あり）

実際の水位

貯水率50％下回る場合
⇒取水制限強化

13

約15.3万ｍ3の節水効果
⇒取水制限強化を回避



○吉野川では、「吉野川水系渇水対応タイムライン」を活用し、節水呼びかけ・渇水情報の提供、自主節水、 第一次
 取水制限を適時実施。

〇早明浦ダムの貯水率が減少傾向にあり、関係機関による対策の協議を行うため、令和７年８月６日に「吉野川
 水系水利用連絡協議会 幹事会」を開催し連携強化を図った。

〇早明浦ダムの貯水率が60％を下回る見込みとなったため、令和7年8月21日（木）
 午前9時より自主節水を開始。

〇貯水率が60％を下回る見込みとなったため、令和7年9月2日（火）午前9時より
第１次取水制限を開始。（取水制限は令和7年9月5日（金）14時解除）

■SNSで節水呼びかけ

■吉野川水系水利用連絡協議会
  第１回幹事会の開催

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（吉野川水系）

吉野川水系渇水対応タイムライン

貯水率60％
第1次取水制限

水利用連絡協議会
の開催

HP等での節水呼びかけ
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○山国川では、「山国川水系渇水対応行動計画（渇水タイムライン）」を活用しながら渇水調整協議会を開催して、自主
節水、取水制限実施に向けた事前調整を行い、円滑な合意形成が図られた。

○速やかに自主節水を開始したことで、取水制限開始の目処である耶馬渓ダムの貯水率40%を下回らず、取水制限を
回避し、渇水被害を低減しながら継続的な補給を実施することができた（約90万m3の節水効果）。

■WEBでの節水呼びかけ ■山国川中下流域水利用連絡協議会

R7.7.28_第1回代表幹事会

R7.8.4_第2回代表幹事会

山国川水系渇水対応行動計画（渇水タイムライン）
①耶馬渓ダムの貯水率が60％ を下回り、減少傾向にある場合に自主節水を

 実施。
②耶馬渓ダムの貯水率が40％を下回った場合に、取水制限を開始。

Ｒ７夏渇水時の対応
①第１回代表幹事会にて自主節水（上水10％・工水70％・農水10～20％）

の実施を確認。
②第２回代表幹事会にてダム貯水率が40％を下回った場合に、上水

20％、工水80％、農水30％の取水制限の開始を決定。
 ※8/9～8/11の出水により河川流況及び耶馬渓ダムの貯水率が回復したため、取水制限は見送られた。

ダム流域雨量(ｍｍ/日)

70%

60%(自主節水)

50%

30%

40%(取水制限)

ダム補給期間：7/8～8/7(31日間)

7/6 7/10 7/15 7/20 7/25 7/30 8/1 8/5 8/10 8/15

約90万ｍ3の節水効果

：実績貯水容量(自主節水あり)

：想定貯水容量(自主節水なし)

0.00

40.00

80.00

120.00

160.00

200.00

ダム容量(ｍ3)
10,000,000

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

■渇水調整によるダム貯水量の確保

令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（山国川水系）

貯水率40%～60％
自主節水

貯水率20%～40％
取水制限
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（参考）渇水を想定した訓練の事例

青森県八戸圏域水道企業団では、世増ダム枯渇、河川流量が過去最低の渇水を想定した渇水訓練を実施

■参加：23団体133人
 八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
 十和田市上下水道部、周辺小学校、関連企業等

■訓練内容
・災害対策本部の運用
・情報連絡、広報
・給水所を開設しての応急給水活動
・緊急連絡管からの補水訓練
・リアルタイム映像伝送
・是川ラバーダム運用

是川ラバーダム運用の様子
（出典：八戸圏域水道企業団広報誌）

■状況想定
暖冬、小雪、小雨などの影響で河川流量が著しく低下

   世増ダム枯渇、河川流量が過去最低レベルに至る

日本水道新聞社提供

16

（訓練実施日H28.12.2)


	スライド 1: 令和７年夏渇水における 渇水対応タイムラインの活用事例集
	スライド 2: 「渇水対応タイムライン」の概要
	スライド 3: 「渇水対応タイムライン」の概要
	スライド 4: 渇水対応タイムライン活用の「メリット」
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（淀川水系）
	スライド 13: 令和７年夏渇水でのタイムライン活用事例（加古川水系）
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: （参考）渇水を想定した訓練の事例

